平成24年度 第3回 日本設備管理学会「最新設備診断技術の実用性に関する研究会」


2013年 2月22日

日本設備管理学会 
「最新設備診断技術の実用性に関する研究会」

メンバー 各位
　　　　　日本設備管理学会 

「最新設備診断技術の実用性に関する研究会」

主査 陳山 鵬（三重大学大学院 生物資源学研究科）

平成24年度 第3回「最新設備診断技術の実用性に関する研究会」開催のご案内
拝啓

  時下ますますご清祥の段，お慶び申し上げます．平素は当会に対しまして格別のご高配を賜り，厚くお礼申し上げます．

さて，標記研究会を下記の要領にて開催いたします．つきましては，業務ご多忙中誠に恐縮に存じますが，是非ご出席賜りますようお願い申しあげます．
当日の御出欠につきましては，同封の出欠連絡票を記入されFAX 083-286-7433(幹事 水産大 太田 宛て)，もしくはE-mail:ohta@fish-u.ac.jpへ2月18日(月)までにお知らせ下さいますようお願い申し上げます．

敬具
記

1. 日時：2013年 2月 22日 （金） 13時00分～16時50分  　　　　  
2. 場所： DREAM SHIP下関市生涯学習プラザ 3階 会議室1
　〒750-0016 山口県下関市細江町3丁目1番1号
　TEL 083-231-1234  FAX 083-242-6234
　以下,会場HPアドレス　http://www.dream-ship.co.jp/index.html
3. アクセス　 添付の地図を御覧ください　
申込&問合せ担当：(独)水産大学校 海洋機械工学科 太田博光（研究会副主査・幹事），　 　　　　TEL 083-286-5111 EXT.275，FAX 083-286-7433  E-mail: ohta@fish-u.ac.jp 
4. 議事：集合時間:12時50分　開始時刻:13時00分
(1)  開会の挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 13:00～13:10
陳山　鵬 (三重大学大学院 研究会主査)
　(2) 「電気設備診断技術の概要」　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:10～14:10
　　 　　 講演者：豊田 利夫 氏 (日本診断工学研究所)

講演要旨：電気設備の監視診断技術をこれから数回にわたり紹介する．
今回，紹介する主な診断技術は

１．絶縁診断

２．電流徴候診断MCSA

など、電気設備共通の診断技術と、機器毎の診断技術

３．電動機診断技術

４．ケーブル診断技術

５．変圧器診断技術

などで電機関係診断技術の導入編を解説する．
(3) 休　 憩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　    14:10～14:20
(4) 「次世代設備と診断技術への期待」 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 　14:20～14:50　　　　　　　　　                                  　　  
講演者： 小林 洋 氏 (日産自動車株式会社 NPW推進部)
　　　 講演要旨：グローバル生産拠点展開と生産規模の拡大に於いて、高技能の保全確保が困難

な中で、高い工場設備稼働率・安定化が、企業の大きな経営課題となっている．その

解決策のひとつとして、“診断技術”があり、ＩＣＴ技術の進歩により、更にその期待が

高まっている．この技術開発を加速させるためのアプローチについて報告する．
(5) 「三重大学陳山研究室における2012年度設備保全・診断技術研究活動・成果報告」　 14:50～15:20
講演者：陳山 鵬 氏 (三重大学大学院)
講演要旨：三重大学大学院陳山研究室では、2012年度にも設備保全・診断技術に関する
基礎・応用研究を精力的に行い,また,数社の企業と共同研究も行っている．
本講演ではこの一年間の研究活動の内容・成果について報告する．
(6) 休　 憩　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　      15:20～15:30
(7) 「高経年化送風機の状態管理と最適整備対策」 　　　　　　　　　　　　　　　　 　  15:30～16:00
講演者：劉　信芳 氏 (㈱高田工業所　技術本部)
講演要旨：高経年化送風機約１５０台について、他社が定期的に簡易診断を実施し、振動異常

を検出した送風機に対して、第３社が整備をしていた。整備した送風機は異常振動が
　　　　　　　　　　　　解消できないか、または故障が再発するケースが増えている．お客様より当社へ状態

管理と整備工事の依頼があった．当社の状態管理、異常原因究明、整備対策立案お

よび整備工事への対応方法と成果を紹介する．
(8) 「不連続な運転時点推定に基づく転がり軸受の高精度状態監視手法」　　　　　 　  16:00～16:30
  講演者：太田 博光 氏 (水産大学校)
講演要旨：本研究では回転数が不連続的に変化する状態で運転される状態、例えば信号
の分散が急峻に変化する強非定常運転状態時における転がり軸受の音響診断
の高精度化を試みている。手法として局所定常自己回帰モデルおよび不連続
点の推定には各時刻におけるAIC値を用いている．
(9)  来年度の計画，閉会の挨拶 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16:30～16:50
陳山　鵬 (三重大学大学院 研究会主査)
以上
· 日本設備管理学会「最新設備診断技術の実用性に関する研究会」行

〒759-6595 山口県下関市永田本町2-7-1 独立行政法人 水産大学校 海洋機械工学科

日本設備管理学会 「最新設備診断技術の実用性に関する研究会」幹事担当 太田 博光
TEL 083-286-5111 EXT.275，FAX083-286-7433学科共通  E-mail: ohta@fish-u.ac.jp
	平成24年度 第3回「最新設備診断技術の実用性に関する研究会」

· 研究会: 2013年2月22日（金） 13時00分～17時00分

出席

　欠席

該当する方に○印をつけてください

	社名または団体名



	お名前



	連絡先

　E-mail:　　　　　　　　　　　　　TEL

	通信欄



	

	2013年2月18日(月)までに必着

FAX: 083-286-7433

E-mail: ohta@fish-u.ac.jp


　　　　　　　　　　　DREAM SHIPへのアクセス方法
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